
今日はいい天気。今日はいい天気。

地区の皆で御神輿担いで地区の皆で御神輿担いで

わっしょい！わっしょい！わっしょい！わっしょい！

さぁ祭りの始まりだ。さぁ祭りの始まりだ。

みんなの祭りみんなの祭り
わさまちわさまち
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春
を
告
げ
る
炎
の
輪
舞

春
を
告
げ
る
炎
の
輪
舞

復
活
し
た
雲
月
山
の
山
焼
き

①炎に包まれる雲月山
②山焼きボランティアの面々
③延焼を防ぐため、防火帯を作る
④・⑤炎の行方を見守る

②

③

①

　

島
根
県
と
の
県
境
に
あ
る
雲
月
山
（
９

１
１
メ
ー
ト
ル
）
の
山
焼
き
が
、
４
月
９

日
（
土
）
８
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

樹
木
が
ほ
と
ん
ど
な
く
草
原
が
広
が
っ

て
い
る
雲
月
山
は
、
か
つ
て
は
放
牧
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
山
焼
き
は
草
原

を
維
持
す
る
た
め
、
地
元
の
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
の

人
だ
け
で
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
こ

の
数
年
は
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

④

⑤
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山
焼
き
は
、
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い

山
の
管
理
形
態
で
、
県
内
で
継
続
し
て
行

わ
れ
て
い
る
の
は
、
深
入
山
（
安
芸
太
田

町
）
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
焼
き
を
し
な
く
な
っ
た
雲
月
山
の
山

容
は
、
木
が
立
ち
始
め
る
等
変
わ
り
ま
し

た
。山
の
本
来
の
魅
力
を
取
り
戻
す
た
め
、

広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
少
し
ず

つ
で
も
山
焼
き
を
し
よ
う
と
、
地
元
の
人

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
無

償
で
山
焼
き
を
手
伝
い
に
来
る
人
が
い

る
の
か
？　

そ
ん
な
不
安
が
拭
え
な
か
っ

た
」
と
話
す
地
元
の
人
も
い
ま
し
た
。

　

そ
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
様
に
、
当
日

広
島
市
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
約
１
５
０
人
。地
域
の
人
と
協
力
し
、

防
火
帯
づ
く
り
の
草
刈
り
を
し
た
後
、
午

後
０
時
30
分
に
上
部
か
ら
火
入
れ
。
三
分

の
一
程
度
火
が
回
っ
た
と
こ
ろ
で
、
下
か

ら
も
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
の
は
ぜ
る
音
が
響
き
、
サ
サ
や
カ
ヤ

が
茂
る
黄
緑
色
の
草
原
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
、
約
２
時
間
で
黒
い
じ
ゅ
う
た
ん
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
元
が
一
体
と
な
り

環
境
を
保
全
し
て
い
く
。
雲
月
山
を
核
と

し
た
こ
の
新
た
な
試
み
が
、
芸
北
の
春
の

風
物
詩
を
蘇
ら
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
、
一
段
と
鮮
や
か
さ
を
増
し
た
草
原

が
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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各
所
で
春
を
告
げ
る
祭
り
開
催

各
所
で
春
を
告
げ
る
祭
り
開
催

２
０
０
５
わ
さ
ま
ち
（
大
朝
春
市
）

古
保
利
薬
師
春
ま
つ
り

万
徳
院
春
を
食
べ
る
会

　

大
朝
地
域
の
春
祭
り
「
わ
さ
ま
ち
（
大

朝
春
市
）」
が
４
月
29
日
（
祝
）
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
中
心
を
貫
く
道
路
で
は
、
様
々

な
趣
向
を
凝
ら
し
た
山
車
の
練
り
歩
き
や

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
沿
道
か
ら
大
き
な

歓
声
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

大
朝
支
所
前
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

神
楽
や
太
鼓
等
の
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
保
育
所
の
園
児
の
か
わ
い
い
仕
草

や
、
雄
壮
な
太
鼓
の
調
べ
、
華
麗
な
神
楽

に
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
朝
商
店
街
で
は
、
地
元
で
活

躍
中
の
芸
術
愛
好
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
、
祭
り
に
芸

術
鑑
賞
と
、
連
休
初
日
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　

４
月
10
日
（
日
）
さ
わ
や
か
な
青
空
の

も
と
、
古
保
利
薬
師
春
ま
つ
り
が
薬
師
境

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
や
野
点
、
雅
楽
、
も
ち
ま
き
、
子

ど
も
相
撲
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

の
台
風
被
害
修
理
の
た
め
３
月
末
ま
で
休

館
し
て
い
た
収
蔵
庫
も
無
料
開
放
さ
れ
、

多
く
の
方
が
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
他
に
も
今
田
こ
ぶ
し
祭
り
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
方
が
春
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

春
の
味
覚
山
菜
を
味
わ
う
万
徳
院
春
を

食
べ
る
会
が
、
４
月
24
日
（
日
）
万
徳
院

跡
歴
史
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
約
７
０
０
人
は
、
山
菜
の
採
取

や
、
実
行
委
員
会
が
用
意
し
た
山
菜
料
理

を
楽
し
み
、
味
覚
で
も
春
を
満
喫
。

　

ま
た
、
蒸
し
風
呂
体
験
や
庭
園
鑑
賞
会

も
同
時
に
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
１
０
０

人
は
蒸
し
風
呂
に
入
っ
た
り
、
鮮
や
か
な

新
緑
に
彩
ら
れ
た
庭
園
を
鑑
賞
し
た
り

と
、
春
の
休
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

きたひろしま 2005. ６　　4



57
年
の
歴
史
に
幕

北
広
島
町
原
診
療
所
閉
所
式

　

昭
和
22
年
に
開
所
。
57
年
間
地
域
に

根
ざ
し
た
医
療
を
行
っ
て
き
た
原
診
療
所

が
、
３
月
31
日
閉
所
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
設
当
初
か
ら
勤
め
る
入
澤
元
吉
先
生

は
、
日
本
顕
彰
会
、
厚
生
大
臣
、
全
国
国

保
医
学
会
な
ど
か
ら
多
く
の
表
彰
を
受
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

閉
所
式
で
は
、
長
年
先
生
に
お
世
話
に

な
っ
た
地
元
の
方
や
職
員
の
拍
手
の
中
、

入
澤
先
生
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ま
ち
の
主
治
医
」
と
し
て
、
そ
の
生

涯
を
捧
げ
た
入
澤
先
生
。
長
い
間
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

森
の
案
内
人
と
歩
む

豊
平
中
学
校
龍
頭
山
登
山
遠
足

　

豊
平
中
学
校
２
年
生
21
名
が
、
４
月
22

日
（
金
）
龍
頭
山
・
森
の
案
内
人
５
名
の

案
内
で
、龍
頭
山
（
標
高
９
２
８
・
４
メ
ー

ト
ル
）
へ
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
都
志
見
集
落
か
ら
駒
が
滝
を

経
て
、
前
龍
頭
か
ら
稜
線
を
た
ど
る
コ
ー

ス
で
登
り
ま
し
た
。
森
の
案
内
人
達
は
、

山
や
滝
の
歴
史
、
鳥
や
植
物
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
解
説
。
山
頂
で
は
、「
霞
ん

で
な
か
っ
た
ら
、
あ
っ
ち
に
瀬
戸
内
海
が

見
え
る
よ
」と
生
徒
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

身
近
な
山
で
あ
り
な
が
ら
も
、
新
た
な

発
見
が
多
か
っ
た
様
子
の
生
徒
達
。
森
の

案
内
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ん
だ
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
協
会
統
合
へ
向
け
て

北
広
島
町
観
光
協
会
協
議
会
発
足

　

４
月
６
日
（
水
）
千
代
田
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
芸
北
観
光
協
会
、
大

朝
観
光
協
会
、
千
代
田
観
光
協
会
、
豊
平

観
光
協
会
に
よ
る
北
広
島
町
観
光
協
会
協

議
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

議
の
中
で
、
４
つ
の
観
光
協
会
の
連
携
を

深
め
、
北
広
島
町
の
観
光
と
文
化
の
振
興

を
図
り
つ
つ
、
統
合
に
向
け
て
準
備
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
谷
博
幸
千
代
田
観
光
協
会
長
が
協

議
会
長
に
、
事
務
局
を
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド

IC
千
代
田
に
置
き
、
北
広
島
町
の
観
光
情

報
の
発
信
基
地
と
し
、
特
産
品
や
神
楽
な

ど
歴
史
・
文
化
財
を
広
く
紹
介
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
一
周
年

舞
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ　

春
の
舞

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
絶

好
天
に
恵
ま
れ
た
４
月

29
日
（
祝
）、
舞
ロ
ー

ド
IC
千
代
田
開
業
一
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
舞

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ　

春

の
舞
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
北
広
島
町
誕
生

後
、
駅
の
初
イ
ベ
ン
ト

と
あ
っ
て
、
ア
マ
ゴ
の

塩
焼
き
（
芸
北
）、
か
も
の
焼
き
鳥
（
大
朝
）、

手
打
ち
そ
ば
（
豊
平
）、
牛
鉄
板
焼
き
（
千

代
田
）
と
い
っ
た
、
旧
町
の
特
徴
的
な
物
産

を
中
心
に
、
会
場
は
20
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

特
産
品
販
売
の
テ
ン
ト
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
神
楽
な
ど
の
芸

能
も
上
演
さ
れ
、
終
日
多
く
の
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
道
の
駅
で
は
、
季
節
ご

と
に
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　

近
々
、
町
内

産
肉
類
の
販
売

を
始
め
ま
す
。

贈
答
品
に
最

適
！　

是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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梅雨時期の集中豪雨に備えて梅雨時期の集中豪雨に備えて
　水害・土砂災害から身を守っていくためには、一人ひとりが災害に対して関心を持たなく

てはなりません。また、いざという時に備えて日ごろから準備することも大切です。

　梅雨や台風のときに注意しなければならないのは、土砂災害です。大雨に関する情報を聞いたら早め

の準備が必要です。また、川が急に増水することもあります。河川の近くに住んでいる人は洪水警報な

どにも十分注意しましょう。

　● 非常持ち出し品の用意、飲料水や食料品は数日分確保しておく

　● 停電に備えて懐中電灯や携帯用ラジオの用意を

　● 役場や防災関係機関の情報に注意

　● ラジオやテレビなどの気象情報は必ずチェック

　● 外出先から早く帰宅し、家族などと連絡をとる

　● いつでも避難できる準備体制を

集中豪雨には早めの準備

危険を知らせる前ぶれ

　少しでも危険を感じたら無駄になることも覚悟のうえで安

全な場所に早く避難することが大切です。

土石流

　● 雨が降り続いているのに川の水位が下がる。

　●  川の水が急に濁ったり、草木の腐敗臭がし、流木が混ざ

り始める。

　●  山鳴りや、立ち木の裂ける音、石のぶつかりあう音が聞

こえる

逃げ方に注意する

警戒・避難のための心構え

　土石流は流れ下るスピードが速いため、流れを背にして逃げたのでは

追いつかれてしまいます。土砂の流れる方向に対して直角に、または高

い所に向かって逃げましょう。

避難場所を決めておく

　日ごろから家族全員で避難場所や避難する道順を決めておきましょう。

家族が一緒にいないときでも、避難場所で落ち合うことができます。

隣近所で協力する

　隣近所で声を掛け合って、集団で避難しましょう。お年寄りや体の不自由な人、子どもを優先して避

難しましょう。

（広島県土砂災害マップ一部転載）

地すべり地すべり

　　●● 地面にひび割れができる 地面にひび割れができる

　　●●  水面や井戸の水が濁る  水面や井戸の水が濁る

　　●●  斜面から水が噴き出す  斜面から水が噴き出す

　　●● がけからの水が濁る がけからの水が濁る

　　●●  がけに亀裂が入る  がけに亀裂が入る

　　●●  小石がパラパラ落  小石がパラパラ落

ちてくるちてくる

がけ崩れがけ崩れ
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歯科保健センター　げいほく

　　　　　(０８２６）‐３５‐０７４９

( ０８２６）‐３５‐０１００

木村
歯科医師

　こんにちは。歯科保健センターです。北広島町内の2つの歯科保健センターは、歯科保健の充実のため

に合併前はそれぞれの地域で活動してきました。

　合併後は保健課に所属し、町内歯科医院や各関係機関と連携しながら、２か所の歯科保健センターが

北広島町全体の歯科保健を推進していきます。

　歯科保健センターの活動内容は、以下のとおりです。

　①生涯歯科保健指導事業… 乳幼児から高齢者までの歯とお口の健康づくりのために、相談や健康教

育を行います。

　②訪問口腔ケア事業……… 在宅や施設の要介護者、介護者、職員からの、歯科保健相談を受けます。

　③歯科推進事業…………… 歯科保健事業の充実につなげるための研修会、会議、イベント等を開催

します。

歯科保健センター　とよひら（愛称：とよぴか）

　　　　　(０８２６）‐８４‐１５０１

( ０８２６）‐８４‐１５０３

口から食べて元気な生活をおくるために
北広島町歯科保健センターげいほく・北広島町歯科保健センターとよひら

　口臭が気になりませんか？　美味しく食べていますか？

　オレンジのジャンパーを見かけましたら、歯科保健センターのスタッフです。お気軽にご相談ください。

皆さんのお口の健康づくり（口から食べて元気な生活をおくる）のために頑張りますので、よろしくお

願いします。

松浦
歯科衛生士

酒井
看護師

顧問
清見原歯科医師
（中尾歯科医院）

杉本
歯科衛生士

６月４日～10日は、歯の衛生週間６月４日～10日は、歯の衛生週間

11月８日は、いい歯の日11月８日は、いい歯の日
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教育委員会

だ　よ　り

　

今
回
、
新
た
に
教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
が
、
職
責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
北
広
島
町
の
教
育
行
政
の
一
層
の

活
性
化
と
充
実
の
た
め
に
職
務
の
遂
行
に
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
」
と
い
う
大
き
な

流
れ
の
中
で
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
活

性
化
、
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
文
化
財
の
保
護
と
活
用
、
文
化
活
動

の
支
援
や
振
興
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
実
現

の
た
め
の
取
組
み
等
、
教
育
行
政
は
、
極
め

て
広
範
囲
に
わ
た
り
所
管
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
竹
下
町
長
が
就
任
式
で
述
べ
ら
れ

た
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ　

ア
ン
ド　

チ
ャ
レ

ン
ジ
（
創
造
と
挑
戦
）」
と
い
う
こ
と
ば
を
肝

に
銘
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
・
領
域
に
お
け

る
取
組
み
を
、
教
育
委
員
会
事
務
局
を
は
じ

め
関
係
者
の
共
通
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
教

育
行
政
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
北

広
島
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

北
広
島
町
教
育
委
員
会 

教
育
長

門　

枡　

利　

男

教
育
委
員
会
制
度

教
育
委
員
会
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

な
ぜ
、「
北
広
島
町
役
場　

教
育
課
」
で
な
く
、

「
北
広
島
町　

教
育
委
員
会
」
な
ん
で
す
か

　

広
島
県
や
北
広
島
町
な
ど
、
行
政
組
織

の
運
営
は
、法
律
（
地
方
自
治
法
）
に
よ
っ

て
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
組
織
は
、
議
会
と
執
行
機

関
（
県
知
事
部
局
や
町
長
部
局
）
に
大
き

く
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
執
行
機
関
の

中
で
、
更
に
委
員
会
組
織
と
い
う
も
の
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
会
、農
業
委
員
会
な
ど
と
共
に
、

執
行
機
関
（
町
長
部
局
）
と
は
、
独
立
し

た
組
織
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
関
係
す
る
仕

事
の
予
算
も
、
事
務
局
の
人
事
も
、
す
べ

て
町
長
の
権
限
下
に
あ
り
、
教
育
委
員
会

が
、
す
べ
て
自
由
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
町
長
は
、
議
会
に
は
か
る
べ

き
教
育
に
関
す
る
条
例
・
予
算
案
等
は
、

事
前
に
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

１ 

教
育
委
員
会
の
位
置
付
け
は

　

教
育
委
員
会
は
、
基
本
的
に
、
教
育
に

関
す
る
法
律
（
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育

法
、
学
校
保
健
法
等
）
に
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の
職
員

で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
仕
事
と
し
て
、
学
校
教
育
・
生
涯

学
習
の
振
興
・
教
育
施
設
の
維
持
管
理
を

中
心
に
、学
校
・
幼
稚
園
教
育
、社
会
教
育
、

社
会
体
育
、
芸
術
文
化
・
文
化
財
、
図
書

館
・
公
民
館
等
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
本
町
の
将
来
の
教
育
に
関
す

る
方
針
や
、
教
育
施
設
の
建
設
等
重
要
な

決
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
役
場
に
議
会
が

あ
る
よ
う
に
、
５
人
の
教
育
委
員
に
よ
る

教
育
委
員
会
議
で
審
議
決
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
教
育
委
員
会
議
は
、
原
則
と
し

て
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２ 

教
育
委
員
会
の
仕
事
、
役
割
等
は
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町
長
が
、
教
育
、
芸
術
・
文
化
等
に

対
し
て
識
見
を
持
つ
な
ど
経
験
豊
か
な
人

を
、
年
齢
・
性
別
・
職
業
な
ど
に
偏
り
が

な
い
よ
う
に
考
え
て
、町
議
会
に
相
談
し
、

承
認
を
得
て
か
ら
任
命
し
ま
す
。

　

任
期
は
、
基
本
的
に
は
４
年
（
一
度
に

交
替
し
な
い
よ
う
、
毎
年
１
か
ら
２
名
の

任
期
が
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）で
す
。

５
名
の
委
員
の
中
で
、
教
育
委
員
長
・
教

育
委
員
長
職
務
代
理
者
・
教
育
長
の
３
名

は
、
委
員
の
中
か
ら
、
選
任
ま
た
は
互
選

で
決
定
し
ま
す
。

３  

教
育
委
員
は
、
誰
が
、

　
 

ど
う
や
っ
て
選
ぶ
の
で
す
か

　

前
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

教
育
委
員
は
つ
ぎ
の
５
名
で
す
。

４  

教
育
委
員
会
議
で
審
議
す
る

教
育
委
員
は

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、教
育
に
関
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
願
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
お
互
い
北
広
島
町
の
教
育
の
発

展
、
言
い
換
え
れ
ば
、
将
来
の
町
づ
く
り
、

人
づ
く
り
の
た
め
に
、
意
見
を
出
し
合
っ

て
遠
慮
な
く
話
し
合
う
こ
と
が
、
極
め
て

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
委
員
会
へ
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

５  

教
育
に
関
し
て
あ
な
た
の

　

 

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

▲ 八重小１・２年生の遠足風景（千代田運動公園）

▲ 芸北 高原の自然館

職　名 名　　前 住　　所 勤務形態

教育委員長 正　地　桂　三 北広島町戸谷 非常勤

教育委員長
職務代理者

紺　野　　　昇 北広島町東八幡原 非常勤

教 育 委 員 西　原　直　子 北広島町本地 非常勤

教 育 委 員 竹　平　孝　子 北広島町新庄 非常勤

教 育 長 門　枡　利　男 北広島町有田 常　勤

　北広島町千代田中央公民館の絵手紙サー

クル「あじさいの会」が、誕生して１年に

なります。その間一人暮らしのお年寄りに、

絵手紙をプレゼントする取組みや、誕生日

に絵手紙を贈り合うなどの活動をされてき

ました。

　結成１周年を記念してグループ展を開催

します。

　心のこもった作品をご覧ください。

期間　平成17年６月３日（金）～ 12日（日）

会場　千代田中央公民館

千代田中央公民館絵手紙サークル

北広島町教育委員会（教育総務課）
　北広島町有田１２３４（庁舎３階）

　℡（０８２６）７２‐２１１１ 代

　℡（０８２６）７２‐０８５８ 直

　Fax（０８２６）７２‐５２４２

　URL http://www.
town.kitahiroshima.lg.jp
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情
報
情
報

くらしのくらしの

人
事
異
動

総　

務　

課

　

役
場
で
は
、
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
し
た
。

配
置
換　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
１
日
付

（
か
っ
こ
内
は
前
職
）

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

上　

田　

和　

永

（
教
育
委
員
会
芸
北
分
室
）

採　

用　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
１
日
付

　

豊
平
病
院
看
護
師　

池　

野　

弥　

生

　

行
政
相
談
は
、
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す
る
様
々

な
相
談
を
受
け
て
、解
決
の
た
め
の
処
理
・

あ
っ
せ
ん
を
行
う
制
度
で
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
次
の

４
人
の
方
に
行
政
相
談
委
員
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

山
崎
義
幸
さ
ん
（
豊
平
地
区
）

　

箕
野
春
人
さ
ん
（
千
代
田
地
区
）

　

鈴
木
雄
子
さ
ん
（
大
朝
地
区
）

　

池
田
和
恵
さ
ん
（
芸
北
地
区
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

行
政
相
談
委
員
が
決
定

総　

務　

課

児
童
手
当
の
手
続
き

福　

祉　

課

１
．
児
童
手
当
認
定
請
求

　

児
童
手
当
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
さ

さ
え
る
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ

う
、
子
育
て
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。
児
童
手
当
の
受
給
に

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
出
生

や
転
入
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
福

祉
課
福
祉
係
又
は
各
支
所
町
民
生
活
課
で

認
定
請
求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
に
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

６
月
中
に
現
況
届
を
役
場
福
祉
課
ま
で
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
況
届

は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
記
入
し
て

も
ら
い
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
資
格
）
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
書
類
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※ 
転
入
や
一
人
目
の
子
ど
も
が
誕
生
し
た
場

合
は
、
請
求
者
の
銀
行
等
の
口
座
番
号

が
必
要
で
す
（
郵
便
局
は
使
え
ま
せ
ん
）。

２
．
現
況
届

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

　

現
況
届
を
出
さ
な
い
と
児
童
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
６
月
に
な
っ
た
ら
忘
れ

ず
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

所
得
に
よ
っ
て
は
児
童
手
当
が
出
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前
年
所
得

制
限
に
よ
っ
て
児
童
手
当
が
出
な
か
っ

た
方
で
も
、
所
得
が
前
年
と
は
変
わ
っ

た
場
合
は
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

健康保険の
種 類

印 鑑
健 康
保険証

前住所地の
所得証明書

国 民
健 康 保 険

○
必　要

×
不必要

１月１日時
点の住所
が北広島
町以外の
方は必要

社 会 保 険
○

必　要
○

必　要

健康保険の
種 類

現 況 届
健 康
保険証

前住所地の
所得証明書

国 民
健 康 保 険

現況届を
送付しま
すので押
印 の 上、
福祉課又
は支所町
民生活課
に提出し
てください

×
不必要

１月１日
時点の住
所が北広
島町以外
の方は必
要

社 会 保 険
○
必　要
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領
収
済
通
知
書
送
付
の
廃
止

税　

務　

課

　

平
成
17
年
２
月
１
日
「
北
広
島
町
」
の

誕
生
を
期
に
「
事
務
の
合
理
化
」
と
「
経

費
削
減
」
の
た
め
、
町
税
口
座
振
替
領
収

済
通
知
書
の
送
付
を
、
平
成
17
年
度
分
よ

り
廃
止
し
、
預
貯
金
口
座
通
帳
の
記
帳
を

も
っ
て
納
付
の
領
収
済
通
知
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
（
継

続
検
査
用
）
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お

り
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

臥竜山のブナ林

龍
頭
山
野
鳥
観
察
会

教
育
委
員
会
豊
平
分
室

　

初
夏
の
龍
頭
山
に
と
そ
の
山
麓
で
、
な

じ
み
の
鳥
か
ら
、
は
る
ば
る
南
の
国
か
ら

わ
た
っ
て
き
た
鳥
た
ち
を
観
察
し
ま
す
。

主　
　

催　

教
育
委
員
会
豊
平
分
室
及
び

　
　
　
　
　

龍
頭
山
森
の
案
内
人
の
会

講　
　

師　

日
本
野
鳥
の
会
広
島
県
支
部

　
　
　
　
　

小
島
先
生
（
予
定
）

日　
　

時　

６
月
４
日
（
土
） 

８
時
集
合

集
合
場
所　

道
の
駅
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村

ど
ん
ぐ
り
荘
旧
館
の
駐
車
場

持 

参 

物　

弁
当
・
飲
み
物

＊
頂
上
で
昼
食
を
と
り
解
散
し
ま
す
。

＊
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
豊
平
分
室

℡
０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
実
施

保　

健　

課

　

エ
イ
ズ
は
、
予
防
も
治
療
も
で
き
る
病

気
で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
検
査
は
、
匿
名
、

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
感
染
し
て
か
ら
抗
体
が
で

き
る
ま
で
、
６
〜
８
週
間
か
か
り
ま
す
。

感
染
の
機
会
が
あ
っ
て
か
ら
３
か
月
目
以

降
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
年
月
日

　

平
成
17
年
６
月
21
日
（
火
）

　

平
成
17
年
７
月
19
日
（
火
）

　

平
成
17
年
８
月
16
日
（
火
）

　

平
成
17
年
９
月
20
日
（
火
）

　

平
成
17
年
10
月
18
日
（
火
）

　

平
成
17
年
11
月
15
日
（
火
）

　

平
成
17
年
12
月
20
日
（
火
）

　

平
成
18
年
１
月
17
日
（
火
）

　

平
成
18
年
２
月
21
日
（
火
）

　

平
成
18
年
３
月
14
日
（
火
）

時　

間　
　
　

９
時
〜
11
時

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
芸
北
地
域
保
健
所

保
健
課
保
健
対
策
係

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
３
１
８
１

内
線　

３
３
２

登
記
相
談
所
開
設

管　

財　

課

　

次
の
と
お
り
、
無
料
の
登
記
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
や
登
記
の
問
題
、
敷
地
境
界
の
問

題
や
地
図
・
登
記
簿
の
見
方
、
あ
る
い
は

登
記
申
請
の
手
続
き
な
ど
、
法
務
局
の
職

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
管
財
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
９

開　設　日 開設時間 開設場所 備　考

６月23日（木）
10：00 ～

15：00
北広島町役場
本庁

８月24日（水）
10：00 ～

15：00
豊平
中央公民館

心配ごと
相談所と併設

９月７日（水）
10：00 ～

15：00
芸北
文化ホール

心配ごと
相談所と併設

９月21日（水）
10：00 ～

15：00
大朝
福祉センター

心配ごと
相談所と併設

10月25日（火）
10：00 ～

15：00
北広島町役場
本庁

２月23日（木）
10：00 ～

15：00
北広島町役場
本庁
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お
詫
び
と
訂
正総　

務　

課

　

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
５
月
号
の
中
で
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

Ｐ
３ 

誤 

門
桝　

利
男

　
　

 

正 

門
枡　

利
男

飯
室
・
芸
北
間
バ
ス
運
行

企　

画　

課

　

３
月
末
で
広
島
電
鉄
の
上
荒
神
原
線

（
芸
北
〜
広
島
駅
）
が
路
線
廃
止
と
な
り
、

代
替
の
交
通
手
段
と
し
て
４
月
１
日
よ
り

バ
ス
運
行
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

運
行
初
日
は
役
場
芸
北
支
所
前
で
出
発

式
を
行
い
、
運
転
手
さ
ん
に
花
束
を
贈
り

見
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
は
役
場
芸
北
支
所
か
ら
広
島

北
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
間
を
１
日
２
往
復
運

行
し
て
い
ま
す
。
運
行
予
定
時
刻
表
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
地
域
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６

▲ ４月１日の出発式

運行会社 行　　先 役場芸北支所 琴谷車庫 豊平病院 広島北インター

総企バス 広島北インター ６：55 ７：37 ７：49 ８：08

総企バス 広島北インター 16：00 16：47 16：59 17：18

芸北　→　広島北インター

運行会社 行　　先 広島北インター 豊平病院 琴谷車庫 役場芸北支所

総企バス 役場芸北支所 ８：09 ８：31 ８：43 ９：30

総企バス 役場芸北支所 17：19 17：41 17：53 18：35

広島北インター　→　芸北

　

広
島
県
で
は
、
県
内
３
地
域
（
広
島
・

福
山
・
備
北
）の『
雇
用
労
働
情
報
コ
ー
ナ
ー
』

で
求
人
・
求
職
な
ど
の
情
報
提
供
、
職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
ご
相
談
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
相
談
・
予
約
受
付

　

℡
０
１
２
０
‐
５
７
０
‐
２
０
７

（
月
〜
金
曜
日
９
〜
17
時
）

◎
雇
用
相
談
、
労
働
相
談　
　

　

実
施
日　

月
〜
金
曜
日

　

時　

間　

９
〜
12
時
、
13
〜
17
時

　

場　

所　
　

雇
用
労
働
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
広
島
県
庁
東
館
３
階
）

◎
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　

実
施
日　

月
〜
土
曜
日
（
要
予
約
）

　

時　

間　

10
〜
12
時
、
13
〜
16
時

　

場　

所　

エ
ソ
ー
ル
広
島
３
階　

　
　
　
　
　

 

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム

（
広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６
）

◇
弁
護
士
相
談　
　

　

実
施
日　

第
３
水
曜
日
（
要
予
約
）

　

場　

所　

雇
用
労
働
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
広
島
県
庁
東
館
３
階
）

◇
電
話
相
談　
　

　
　

℡
０
８
２
‐
２
２
５
‐
１
５
６
１

雇
用
労
働
情
報
コ
ー
ナ
ー

企　

画　

課

　
　

℡
０
８
２
‐
２
２
５
‐
１
５
６
２

雇
用
労
働
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
…

＊ 

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
相
談
員
が
雇

用
・
労
働
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

＊ 

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
早
期
就
職

に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
き
め
細

か
く
支
援
し
ま
す
。

＊ 

パ
ソ
コ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
自

由
に
使
っ
て
、
雇
用
労
働
情
報
を
収
集

で
き
ま
す
。

　

 　

「
わ
ー
く
わ
く
ネ
ッ
ト
ひ
ろ
し
ま
」

の
「
か
ん
た
ん
相
談
予
約
」
で
、
お
手

元
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
◎
印
の
相
談
空
き

状
況
の
確
認
や
予
約
が
で
き
ま
す
。

　

（h
ttp
://w
w
w
.w
o
rk
2
.p
re
f.

　
　

h
iro
sh
im
a
.jp
/d
o
c
s/4
4
3
4
/

c
4
4
3
4
.h
tm
l

）

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
労
政
管
理
室

℡
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
４
１
１
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人　口　21,519人（－30）

　男　　10,294人（－22）

　女　　11,225人（－８）

世帯数　8,239世帯（＋26）

（４月末日現在）

納期限　６月30日（木）

　●町県民税 第１期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

　

先
日
豊
平
中
学
校
の
龍
頭
山

遠
足
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

鳥
の
さ
え
ず
り
や
新
緑
を
楽

し
み
な
が
ら
の
登
山
、
の
つ
も

り
が
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
が

祟
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
駒
が
滝
で
し
っ
か

り
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
、

頂
上
か
ら
３
６
０
度
の
大
パ
ノ

ラ
マ
を
満
喫
す
る
な
ど
、
実
は

中
学
生
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
次
の

日
筋
肉
痛
で
辛
か
っ
た
で
す
。

編
集

後
記

前月比

おもいやりの
　こころとこころで　にっこりと

人権標語参加作品より

　

今
日
、
石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物

は
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に

深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
安
全

確
保
の
重
要
性
は
益
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

『
危
険
物
』
と
は
？

１　

火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

２　

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

３　

消
火
の
困
難
性
が
高
い

※ 

身
近
な
も
の
で
は
、
農
機
具
や
暖
房
器

具
に
使
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽

油
・
混
合
ガ
ソ
リ
ン
等
が
あ
り
ま
す
。

『
家
庭
内
の
危
険
物
の
事
故
を
防
ぐ

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

１　

 

危
険
物
は
子
供
の
手
の
届
か
な
い
所

に
置
く
。

２　

危
険
物
は
高
温
に
な
る
所
に
置
か
な
い
。

３　

 

危
険
物
の
貯
蔵
容
器
の
ふ
た
は
確
実

に
閉
め
る
。

４　

危
険
物
の
周
り
は
火
気
厳
禁
。

５　

危
険
物
使
用
中
は
定
期
的
に
換
気
す
る
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

危
険
物
安
全
週
間消

防
本
部

危
険
物
安
全
週
間

６
月
５
日
〜
６
月
11
日

「
危
険
物 

か
さ
ね
る
無
事
故
の

金
メ
ダ
ル
」

仕
事
依
頼
・
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
助
け
合

い
な
が
ら
仲
良
く
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
社

会
に
参
加
し
、
そ
こ
に
喜
び
や
生
き
が
い

を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
高
齢
者
が
集
ま
っ

て
組
織
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
社
団
法
人

で
、
北
広
島
町
と
国
の
補
助
金
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

仕
事
に
つ
い
て

　

高
齢
者
向
き
の
臨
時
・
短
期
の
仕
事
で
、

屋
内
・
屋
外
作
業
（
草
刈
、
草
取
、
剪
定
、

伐
採
、
農
作
業
、
墓
地
の
清
掃
、
家
屋
等

の
清
掃
及
び
補
修
）
刃
物
研
ぎ
、
和
服
の

着
付
け
・
指
導
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
の
お
世
話
、
子
ど
も
の
預
か
り
、
こ

れ
ら
の
仕
事
の
発
注
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

会
員
募
集

　

会
員
は
、
概
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
方
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

（
社
）
北
広
島
町シル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
８
４
２
１

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
職
業
相
談

企　

画　

課

　

広
島
県
で
は
、
県
内
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
を
対
象
に
、
東
京
・
大
阪
な
ど

で
無
料
職
業
紹
介
を
実
施
し
ま
す
。

　

県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
族
や
お
知
り

合
い
の
方
な
ど
で
、
広
島
県
内
へ
の
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
を
ご
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
県
内
で
は
採
用
が
難
し
い
の

で
県
外
で
も
求
人
募
集
を
し
た
い
」な
ど
、

即
戦
力
と
な
る
人
材
を
お
探
し
の
事
業
主

の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
地
域
雇
用
労
働
情
報
コ
ー
ナ
ー

℡
０
８
２
‐
２
２
５
‐
１
５
６
１

　

受
付
時
間　

９
〜
12
時　

13
〜
17
時

（
土
日
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）
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広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
６
月
号

№
 0
0
4
　
平
成
1
7
年
５
月
2
0
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
el 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
か
ら
こ
ろ
も
〜
」
と
伊
勢
物
語
で
詠
わ

れ
た
よ
う
に
、
古
く
か
ら
愛
で
ら
れ
て
い
た

花
な
の
で
し
ょ
う
。
小
満
の
こ
ろ
は
ブ
ナ
や

コ
ナ
ラ
の
緑
が
萌
え
、
野
山
は
彩
り
を
取
り

戻
し
ま
す
。
カ
キ
ツ
バ
タ
は
、
こ
の
鮮
や
か

な
新
緑
の
中
、
一
斉
に
開
花
し
ま
す
。

　

八
幡
湿
原
の
カ
キ
ツ
バ
タ
が
有
名
に
な
っ

た
の
は
、
な
に
も
最
近
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昭
和
12
年
に
は
八
幡
地
区
の
自
生

地
が
「
ア
ヤ
メ
池
湿
原
」
と
し
て
広
島
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

は
至
る
所
に
自
生
の
カ
キ
ツ
バ
タ
が
見
ら
れ

た
よ
う
で
、『
芸
北
、
カ
メ
ラ
が
語
る
昭
和

初
期
（
芸
北
町
教
育
委
員
会
）』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
写
真
か
ら
も
そ
の
様
子
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
近
代
植
物
学

の
祖
と
も
言
え
る
牧
野
富
太
郎
が
調
査
の

た
め
に
八
幡
を
訪
れ
た
際
、
白
い
シ
ャ
ツ
に

花
弁
を
こ
す
り
つ
け
て
喜
ん
だ
と
い
う
逸
話

も
納
得
が
い
く
も
の
で
す
。
今
日
も
多
く
の

人
が
カ
キ
ツ
バ
タ
の
群
生
を
見
に
八
幡
を
訪

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
目
に
す
る
カ
キ
ツ
バ

タ
は
牧
野
先
生
が
見
た
カ
キ
ツ
バ
タ
と
は
少

し
違
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
ア
ヤ
メ
池
湿
原
は
水
田
開

発
の
た
め
に
消
失
し
、
八
幡
高
原
一
帯
は
圃

場
整
備
の
た
め
に
地
下
水
位
が
低
下
し
て
、

湿
原
が
こ
と
ご
と
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。
本
来
の
自
生
地
は
、
八
幡
高
原

の
中
で
も
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

す
。

　

今
、
八
幡
地
区
で
は
湿
原
を
守
る
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
牧

野
先
生
の
詠
ん
だ
「
衣
に
す
り
し
、
昔
の
里

か
燕
子
花
」
と
い
う
句
が
色
あ
せ
な
い
よ
う
、

広
島
県
唯
一
の
カ
キ
ツ
バ
タ
自
生
地
を
残
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

夏のはじまり、変わらぬ色　カキツバタ
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